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本研究について

令和３年度から新学習指導要領の実施

改善事項として・・・
「主体的・対話的で深い学び」の実現
→アクティブ・ラーニングの視点に立った
授業改善の必要性

全児童生徒へのタブレット配布
Google Workspace for Educationの導入



大和郡山市では・・・

「主体的・対話的で深い学び」

評価における

「主体的に学習に取り組む態度」

ICTを用いてどのように進めて
いくべきか各校で考え、
実践を行うこととした



ICT活用の主な手段

ロイロノート

Google スライド

Google forms

生徒へのアンケート

実践例およびアンケート結果

成果・
課題



実践例



１，ロイロノートの活用例



①授業導入の簡単な質問

②生徒に考えさせる
・絵を描かせる
・画像を取り入れて配付し、そこに書き込ませる
・文章での発表

③教師が作成した問題を解かせる
・黒板やロイロノートのテキストに問題を載せて配付
・パワーポイントで作成した問題を画像にして配付する

ロイロノートで行ったこと



１，植物が何を栄養源にしているのか知る前に、
みんなは何を栄養源にしていますか？

①授業導入の簡単な質問 活用例



２，植物の成長に必要なものは何でしょうか？

①授業導入の簡単な質問 活用例

普段ほぼ英語のみ話す
生徒も発表しやすかった。



３，人間の栄養素を知るために
みんなの朝ご飯は何でしたか？



1,葉の付き方を理由も考えながら描いてみよう。

②生徒に考えさせる(絵) 活用例



２，メダカの泳ぐ方向について

②生徒に考えさせる(画像配付) 活用例



３,メダカは何を考えて泳ぐ向きを決めていたと思いますか？

②生徒に考えさせる(文章) 活用例



１，植木鉢の麦の根の長さはどれだけ長いのか？

③教師が作成した問題を解かせる
・黒板などに書いた問題や
ロイロノートのテキストに問題を載せて配付



２，植物のデンプンのたまる場所の正体は？

③教師が作成した問題を解かせる
・パワーポイントで作成した問題を画像にして配付する



３，気圧配置をかかせて、教員が採点する

③教師が作成した問題を解かせる
・パワーポイントで作成した問題を画像にして配付する



４，低気圧 高気圧の移動を示す。

③教師が作成した問題を解かせる
・パワーポイントで作成した問題を画像にして配付する



４，階段の電気の回路を考えさせる。

③教師が作成した問題を解かせる
・パワーポイントで作成した問題を画像にして配付する



ロイロノートの利点

・普段の授業ではあまり発言できない生徒の意見を
匿名か名前ありか選びながら、発表できる

・授業に作業が加わり、生徒参加型授業になる

・たくさんの人の意見を同時に確認することができる

・問題をその場で出すこともでき、生徒の理解度がわ
かる



Google スライド
（又はロイロノート）の活用例



①調べ学習とスライドの作成

SDGｓについて調べてみよう（ロイロノート）



SDGｓについて調べてみよう



ヒトのからだについて調べてみよう（スライド）
課題の機能を使って提出させる



Google スライド（又はロイロノート）の利点

・ほかの生徒の発表を聞いて新しい発見があった

・紙面でするより、簡単にわかりやすくまとめられる

・ネットを使いながら、気軽に調べ学習ができる

・順序だてて発表できるので、発表しやすい



２，google forms の小テスト



ポイント
出題する時点で「漢字orひらがな」など限定しておき、模
範解答も漢字・ひらがなバージョンの両方を用意しておく。



Google forms 小テストの特徴

・結果が瞬時に集計できる

・一人一人の間違えた場所が明確になる

・誤答の多い場所がわかり、全体に復習させやすい



Google forms 小テストの利点

・自動集計なので、教師の手間が大幅に減り、頻繁に小
テストを行うことができ、生徒の理解度がわかりやすい。

・小テストが頻繁にあることで、生徒も日々の授業の復
習を 意欲的に行うことができる。

・細かく学習状況がわかるので、｢主体的に学習に取り組
む態度｣の評価をつけやすい。



アンケート結果



ＩＣＴについてアンケート内容

１，理科に対しての意欲が高まりましたか

２，自分の意見を発表することができましたか

３，他の人の発表から気づきがありましたか

４，自分でさらに調べてみようと思いましたか



理科の授業への意欲が高まったか（郡山）

※５段階評価で５が最高とする



理科の授業への意欲が高まったか（郡山南）

※５段階評価で５が最高とする



自分の意見を発表することができましたか（郡山）

※５段階評価で５が最高とする



自分の意見を発表することができましたか（郡山南）

※５段階評価で５が最高とする



他の人発表から気づきがありましたか（郡山）

※５段階評価で５が最高とする



自分でさらに調べてみようと思いましたか（郡山）

※５段階評価で５が最高とする



アンケートから

全体的に評価が高く、タブレット使用に
ついて前向きな意見が多い。

ICT活用をすることで意欲が高まったと
考える生徒が多い。



全体での成果・課題・
まとめ



成果
タブレットを用いた発表などの工夫により、こ
れまで気づかなかった生徒の「主体性」を評価
できた。

全員の意見を共有することで、自分とは異なる
意見に触れる機会が増え、新しい気づきにつな
がった。

小テストのデータ集計が容易でこまめにできる
ため、全体の傾向や成長が把握しやすい。

小テストの回数が増えることで、生徒の授業へ
の取り組みにもいい影響があった。

生徒が楽しく取り組めていた。



課題

使用に慣れるまでに、時間や回数を必要と
する。（使い方やポイントの指導も必要）

「タブレットを使う＝タブレットを忘れた
生徒への対応が必要」となるため、二度手
間になることも多い。

各学校の実態によって、管理の仕方等も異
なり、使用自体に困難さを感じるケースも
ある。



まとめ

 ICTをうまく活用することは、生徒の「主体
的・対話的で深い学び」や「主体的に取り組
む態度」を育てる上で有効だった。

タブレットにおいては、使用することの利点
以上に管理することの難しさを感じるケース
もあった。

タブレットを活用したより良い授業を目指す
ためには、各学校の実情に寄り添った学校全
体での使用のルールなどについて検討するこ
とが必要。



ご静聴ありがとうございました。




